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は じめ に

　多作 で 知 られ る ア バ ヤ
ー カ ラ グプ タ （ll25 没 ）に帰 され る作晶 22 点の うち， 『牟

尼意趣荘厳』 （Munimatdlamkara，　Munimata と略す）は， 顕教作品の 主著 とい える， そ

こ には大乗仏 教の 思想体系 と修行体系が 組織的 に描か れ るた め ， 本書は イ ン ド仏

教終焉期の 顕教の 集大成 とい っ て も過言で は ない ．本書は，デ ル ゲ版 に して，220

葉 ほ ど （Dn ・，3903
，

　mdo
’

grel，　a，　73bl −293a7 ）に 亙 る大 部の テ クス トで あ り，従来 は蔵

訳が伝 わ る の み で あ っ た． しか し近年， 中国蔵学研 究中心 に所蔵 され る その 梵文

写本 （202葉）の 影印版 を拝見 する機会に恵 まれ ， その 解読成果 を発表 して きた．

　『牟尼 意 趣 荘厳』 は 全 4 章か ら な る ． す な わ ち ， 第 1 章 「菩提 心 明 示 」

〔b・dliicittil。ka）， 第 2 章 「菩提心修習 明示」（bodhicittabhavan510ka）， 第 3章 「八 現観

明示」 （嶼 bhisamay互loka）， 第 4 章 「仏徳 明示」（g噸 1・ka）で ある．磯 田氏 は ， 同書

第 1〜2 章の 蔵文 を校訂 し， 第 1章の 蔵文部分訳 と概観お よび第 2〜3 章の 蔵文全

訳 をお こ な っ て い る （書誌情報は李
・
加納 2015 ：7 を参照 ）．

　本書 は 『現観荘厳論』の 注釈書の
一 つ と見 な され，例 えば， ツ ォ ン カバ の gSer

phrengは ， 本書 を 21 点の 『現観荘厳論』の 学習参考書 の
一

つ にあげる． しか し

なが ら ， 本書は 『現観荘厳論』 の 本文を引用 し て 逐 次注 釈 を施 す の で は な く， 菩

提心， 三 身説，戒律儀 とい っ た主題 を取 り上 げて 議論 を展 開す る上 に，他 の 経論

を引用す る とい うス タ イル を取 っ て い る ． そ の 引用 された豊富な経論の 中に ， 原

典 がすで に失われ た もの が 少な くない ． 従 っ て ， 本書の 梵文写本 を得 られ た こ と

に よっ て ， 断片で はある が ， それ らの テ クス トが梵 文の か た ち で 新た に確認 で き

る よ うに な っ た点 は， 非常に意義深 い ．

　 こ れ まで 加納博士 （高野山大学）と共同で ， 同書に引用 されるチ ャ ン ドラキ
ー ル

テ ィの 『三 帰依七十頌』， 『中観五 蘊論』，
チ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン の 『菩薩律儀二 十
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（130） 『牟尼意趣荘厳』か ら回収 されたチ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン の 『入 三 身論』梵文断片 （李）

頌』，
カ マ ラ シー ラ の 『中観光明』及 び龍樹の 『六 十如理論』 な どの 梵文 を回収 し

発表 して きた． 本稿で は ， チ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン の 作 とされ る 『入三 身論』 に焦点

を当て
， その 梵文を提示す る こ と を目標 とする．

　チ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン の 『入三 身論』 は蔵訳 ， 漢訳ともに現存せ ず， 梵文写本 も

伝 わ っ て い ない ． 佐久間氏 （lgg3） は他 の 蔵訳論書 に引用 され る 『入 三 身論』の

偈 を回収 し ， さ らに ∫θ如 4薦 α齢∂ か ら 6 偈 の 梵文断片を回収 して い る ． その 中に

は 『牟尼意趣荘厳』か らの 引用 も含 まれて い る． それを もとに， こ の た び 『牟尼

意趣荘厳』 梵文写 本 を調査 し
， 少 な くと もチ ャ ン ドラ ゴ ー

ミン の 名を挙 げた本論

と思 わ れ る もの は 4 カ所 に引用 され て い る こ とを確認 した （Passages　A 〜D ）．

　第
一

（Passage　A ）は， 八 現観 を解説す る第三 章の 後半箇所 に現 れ る．すで に磯 田

氏 が指摘 され る よ うに， ア バ ヤ ー カ ラ グ プ タ は 「出世 間の 菩提分 な ど
， 如 幻不 二

智 を 自性 とす る諸法が ， 法身で あ っ て， それ は第 四 （身）で ある」1） とい うハ リバ

ドラの 四身説を紹介する ． こ れ に対 して， アバ ヤー カ ラ グプ タ は， 四 身説 は 「ど

こ に も規定 されない ． この 所立 は ハ リバ ドラが 自分勝手 に した こ となの で ，捨 て

られ るべ きで あ る」2） と痛烈 に批 判 して 三 身説を主張す る ． その 後に ， 法身と受

用 身を説 明す る． そ の 終わ りに チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ の 『三 帰依七 十』 7−9偈 ab

句 ， 22−23 偈を引用 し，そ の 直後にチ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン の 名を挙げて 『入三 身論』

と思 わ れ る 7偈 を引 く． 法身を説明す る同 7偈 は ， すで に佐久間氏が分析研究さ

れ て い る ．

　その 他 の 3 ヵ所 （Passages　B ，
　C

，
　D ）は い ずれ も仏徳 を説 く第 4 章に引用 され る．

まず Passage　B は， 先 ん じて
， 五 智 と三 身の 関係 に つ い て 説 く． つ ま り， 法界清

浄智 と大円鏡智 は法身に
， 平等性智 は受用 身に ， 妙観察智 と成所作智 は変化身に

そ れ ぞ れ含 まれ る と説明 した後に，チ ャ ン ドラ ゴ ー
ミン の 名 を明か して

， 『入三 身

論』 と思 われ る 2 偈半を引用す る，

　そ して
， Passage　C は偈 を引用す る前に，阿頼耶識 と大円鏡智 の 関係 につ い て論

じ ， 「大円鏡智は 自相 と共相を所縁 とす る か らで ある．そ して 阿頼耶識 は ， あ らゆ

る分別 を本質 とする過 失の 拠 り所で あ る． なぜ な らば 対治の 力に よ りあ らゆ る

過失 を離れ るか らで あ る ． 転依 した そ れ （阿頼耶識） こ そが ， 大 円鏡 智 と呼 ばれ

る 」 と説 く， そ の 後 に， チ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン の 名を明か して 『入 三 身論』 と思 わ

れ．る 1偈 を引 く．

　最後に，Passage　D は 「他の 三智 もまた転依する」3）とい っ て ， 『入三 身論』 と思

われ る 6 偈 を引用 する，

一 395一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Association 　of 　工ndian 　and 　Buddhist 二　St二udies

『牟尼 意趣荘厳』か ら回収 されたチ ャ ン ドラゴ ー ミン の 『入三身論』梵文断片 （李 ） （131）

　　以下 に は 『牟尼 意趣荘厳』 にお ける 『入

提示 した うえで ， 各箇所の 翻刻を提示 し，

記号◎ は紐穴 を示 し， 丸括弧 （ ）

『牟尼 意趣荘厳』 にお け る 『入三 身論』

Passage　　　　　Skt．

A　　　　　　　　　　　l32r3− v5 　　　　　　　（3 章）

B　　　　　 l82r2　　　　　 （4 章）

C　　　　　　　　　　　I84r1−2　　　　　　　　（4 章）

D 　　 　　　 185r2　　　　 　 （4 章）

　　　　　　三 身論』引用 4 カ所 の ロ ケ
ー シ ョ ン を

　　　　　　最後 に試訳 を挙 げる． 梵文翻刻 の 中の

は 翻刻者が補 っ た 語 を示す．

引用箇所
一

覧

　　　　　Derge　　　　　　
＊
乃ゴ顔γδyα罐 毋

　　　　　219bl −4　　　　　　　7verses

　　　　　271al−3　　　　　　　　2verses　and 　ha丑f

　　　　　273a3　　　　　　　　　1verse

　　　　　274a5 −b2　　　　　　　6　verses

『入三 身論』梵文 断片

　［Passage　A ：132r3−5］

　fi（ca ）ryaca皿dragomin 巨py　uktam 」

血tha伍 dha  ak 巨yo （
’

）sya　vikalpan 百m 　agocarah ◎

svabh 互vab 　sarvvasatvEn 巨fi　ca 　so （
’
）dvayah　］1

m 血 tayo　vi≦varOpasya 　jagatas　tatvarαpat巨lp ［

ya駐aikara ◎sa   卿 i　nirrmagE 　iva　s29are 「1

so （
’
）yam 　evamvi 鋤   yo曲   mak 巨yo （

’

）sya 頓yin的 l
sarvv 舳 avi ≦uddh 巨（132r4）yab　sarnbodher 　eva 　gocarah　H

an 亘bhogena　loke§u 　sarvvada 　tasya　Saktayah　l
anantam 　arthah 　kurvanti　siiryasye◎va 　gabhastayah　ll

jatyandhan　iva　hitvasman　svapupy 融jitalocanai尊「

sa　eko 　yugapat　sarvvahr 　adi◎妙a　iva（蟠yate　11

ady 蕊pi　tasya‘脚 vanti　dhamlm巨m 眞aras 巨yana口11

dhany百h　pupy町
’
itaSrotra　muktvasm 亘n 　ba（132v5）dhiran　iva　l　l

vi≦odhayaty 　asau 　satv五n　tribhir　yana辻真k3aロe　k爭aロe 躍

anant 亘n　dikSv　anantasu 　yath互b巧alp 　yath互Sayam 　11

［Passage　B ：182r2］
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(132) ri#felkptffmaI thi6MqRas ttl fit )i Ft7 rf- l- ;ia) TJ.=-9th] st]Stwtlt

  tad ulctam acaryacandragomina 1

  tathatalambanam kaiScid adarSajfidnam isyate 1

  sarvarthakaram  aparair  ispam @  sarvv5rthagocaram  l1

  yat punah samatajfiatiarp tathatalambanan  tu tat 1
  kltyfinusthanayljfianarp kErya@rthakaram isyate 1l

  sarvvartha  (read: sarvatha) sarvvam  evasya  vijhanaTp  sarvvaSaktimad  11

  [Passage C: 184rl-2]

  yad AcEryacandragomi 1

  yad apy  alayavljfidnam adargajfianatarp 1 (184r2) matam  1

  tasyapi kecid icchanti dhammadhatusvabhavatam  I[

  [Passage D: 185r2-3]

  yad uktam  actiiyacandragomina I

  klistarp manah  paravvttam sama@tajfianam  ueyate  l
  pratyaveksarpakam jfianam manovljfidnam  eva  yat L1

  tayob sambhogakayatvarp  dharmma@sarpbhogadarSanat 1
  mahatzam  bodhisarvdnarp dharmmasambhogato 

'pi
 ca  11

  adarSajfianam apy  ekakayam  sam(185r3)bhogikarp  vidub  1

  tasyapi tatra hetutvad upacdrat  tathEpare 11

  paficeridriyayijfidnarp tatsarvvarthaparigra@h2t  1
  prapnoti sarvarthe knydnusthtnamatratam 11

   sarvvadE  tac ca  sarvvatra kalam yathaSayarp 1
   nirmma@4ataya  buddhangrp sarvvanirmmaqakdranat  1l

   kecit tu mEnasasyaiva  vidu(r)  nirmmapakayatEm  1

   yat paficendriya(185r4)[vijfidnarp ta]sya sambhogakEyatam  11

(as)
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『入 三 身論』断片和訳

　［Passage　A亅

　師チ ャ ン ドラ ゴ ー
ミ ンに よ り以 ドの よ うに説かれ た．

法身とは真如で ある ．それ は諸々 の 分別の 対象で はない ，

それ は一
切衆生 た ちの 本質で あ り，不二 で ある．

種 々 な姿を持 つ 世界 に と っ て ，〔仏の 〕諸々 の 姿は ，真 実 の 姿 とな る．

そ こ で は，
一

味 となる．河が 海の なかで
一

味 とな る ように．

ま さに この よ うな身体が，かの 仏 の 法 身で あ る．

〔法 身は〕あ らゆ る点で 清浄 とな っ た正 覚の み の 対象領域 で あ る，

その 〔法身の 〕諸 々 の 能力 は，諸世 間にお い て ， い つ で も無 功用 に ，

無辺 の 利益を なす． ち ょ うど太陽の 光線の ように．

生盲の ご と き我々 を除き， 自らの福徳か ら生 じた眼 をもつ すべ て の 者 （菩薩）
に よ っ て 唯

一 なる そ の 〔法身〕は t 太 陽の ご と く，同時 に，見 られ る．

聾者の ご と き我 々 を除 き， 福徳 よ り生 じた耳 を持 っ た祝福された者た ちは，

その 〔法身の 〕法の 甘露の 霊薬 （ras目yana） を，今聞 く．

こ の 〔法身〕は，無辺 の 衆生た ち を，無辺 の 方 々 に て ，種子 （資質）に応 じて ，

願 に応 じて ， 刹那毎 に，三乗に よ っ て 浄化す る．

［Passage　B］

師チ ャ ン ドラ ゴ ー
ミ ン に よ り以 下 の よ うに 説かれた．

大 円鏡智 とは真如 を所縁 とする とあ る者 たち は主張する ，

別 の もの た ちは，あ らゆる対 象を形象 と して有 し，

あ らゆ る対象 を対象領域 と して 有する と認める．

また
一

方で ，平等性智 とは真如 を所縁 と し，成所作智 は t

為す べ き対象 を形象 と して有す る と認 め られ る．

こ の 者 （仏）の 智 （成所作智）は，あ らゆる点で ，
一

切 の 能力 を有する．

［Passage　C］

以下 の よ うに師チ ャ ン ドラゴ ー
ミ ン は述 べ る．

一 392一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles
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大円鏡智で ある と考えられて い る阿頼耶識は また，

法界を本質とする ともt ある 人々 は主張する，

［Passage　D ］

師チ ャ ン ドラ ゴー
ミ ン に よ り以下の ように説かれ た，

平等性智 は，染汚意が転依 した もの と言 わ れ る．

妙観察智は，意識が 〔転依 した もの と言われる〕．

その 両 者 （平等性智 と妙観察智）は受用 身で ある．

そ して大菩薩たちは法 を享受するか らで ある，

法の 享受 を体験 す るか ら．

大 円鏡智 はまた ，受用 なる
一

つ 仏 身で あ る と，他の 人 々 は 知る．

それ （受用 身）は またそ れ （大円鏡智）に対 して原因で あ るの で ，

二 次的表現に もとつ い て，そ の よ うに 〔知 るの で ある〕．

五根の 識 （転識） は，その 全 て の 対象を把捉す るの で ，

衆生利益に向けられた，純粋 な成所作智で ある こ とに なる ．

なぜ な ら，あ らゆ る点で ， どこ で も，い つ で も，願 い に応 じて ，

一
方 ， 諸仏た ちは化作の 形 を とるため ，

一
切の 化作の 原因 とな るか らで ある．

あ る者た ちは，意 こそが 化身で ある と知 り，

五根 の 識なる もの が，彼 （仏 ）の 受用 身で ある こ とを 〔知 る〕，

おわ りに

　以 上
， 『牟尼 意趣荘厳』の 4 カ所 にチ ャ ン ドラ ゴー ミ ン の 『入三 身論』か ら都合

16偈 半が 引用 され る こ とを確認 した，その 中， 3 偈 は 3θ初 4薦 醇面 と同一 の 偈で

あ るの で
， 新た に得 られ た梵文は 13偈半 とい うこ とに な る． こ れ に よ っ て チ ャ ン

ドラ ゴ ー ミ ン の 『入 三 身論』 の 解明 を着実 に
一

歩進め る こ とがで きるで あろ う．

本稿の 執筆お よ び梵文の 校訂，特に 偈頌の 同定にあた り，加納和雄氏 （高野 山大学〉に

ご助力い た だきました，記 して 謝意を表 します．

1） Munimata
，
　Skt．　Ms ．130v3−410kottarabodhipak串巨dayo　m2yopam5dvayajfianar ［ip互 dharma

　dharmak且y互yaS　catUrtha 　iti．

2） Munimata
，
　Skt．　Ms ．130v4： na 　kvacid　vyavasth まpitarp［tadvyavasth 五panan　tu　svEtantry5d
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dharibhadrasya　heyarp．

3）Munimata
，
　Skt．　Ms ．185al：jfianatrayam　aparam 　api 　par巨vlttam ．
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